
土地分類調査成果の活用事例　７
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図50000（地図画像）を使用した。（承認番号　平成29情使、第1276号）

使用図幅：
5万分の1「瀬戸」

本資料中の説明は、あくまでも土地分類調査の調査データの活用事例を示したものであって、確定的な分析ではありません。
ご使用にあたっては専門家のご助言等を頂いて下さい。

巨樹・巨木林保全図の事例

利用目的・効果

環境省が調査公開している巨樹・巨木林
は、良好な景観の形成や野生動物の生息
環境を提供し、鎮守の森の御神木など、
地域のシンボルとしても親しまれてい
る。国の天然記念物や地方公共団体の保
存樹となっているものも多く、保全すべ
き自然として重要である。環境省がGIS化
し、公開されている巨樹・巨木林データ
と、5万分の1土地分類基本調査や土地履
歴調査の成果とを組み合わせて、巨樹・
巨木林の調査や保全のための基礎資料と
して活用することができる。

http://nrb-www.mlit.go.jp/kokjo/inspect/landclassification/download/index.html
http://nrb-www.mlit.go.jp/kokjo/inspect/landclassification/land/land_history_2011/pdf_detail.php?areaid=15
http://nrb-www.mlit.go.jp/kokjo/inspect/landclassification/land/land_history_2011/pdf_detail.php?areaid=15
http://www.biodic.go.jp/kiso/13_kyoju_f.html
http://www.jmc.or.jp/

①巨樹・巨木林調査②土壌図⑤巨樹・巨木林のある土壌 ③人工地形分類図 ④土地利用分類図（第２期）

巨樹・巨木林調査図の事例

上記URLは平成30年2月現在

事例名 巨樹・巨木林の調査資料 分野 環境分野

使用するデータ
●国土交通省：5万分の1土地分類基本調査ＧＩＳデータ（土壌図）
●国土交通省：土地履歴調査データ（人工地形分類図）
●国土交通省：土地履歴調査データ（土地利用分類図第２期）
●環境省生物多様性センター：巨樹・巨木林調査
●数値地図50000（地図画像）：「瀬戸」

巨樹・巨木林の

ある土壌を抽出

巨樹・巨木林のポイントデータがある土壌ポリゴンを抽出し、巨

樹・巨木林の生育する土壌を可視化する

巨樹・巨木林は地元のボランティアによる定期的な調査が行われて

おり、調査時の基礎資料”巨樹・巨木林調査図”として利用する

巨樹・巨木林のポイントデータと人工地形分類図の人

工改変地と土地利用分類図を重ねて、”巨樹・巨木林

保全図”として利用する

巨樹・巨木林の分布と

存在する土壌との関

係が可視化される
巨樹・巨木林が谷

沿いの宅地に存在

していることがわか

巨樹・巨木林が谷沿

いの盛土地に存在し

いていることがわかる


